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　施工のポイント　　　　　　工区分けして施工速度を維持

近隣のにぎわい創出し愛される施設に
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設計コンセプト

生活利便性と物流需要の充足を
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　当敷地はこれまで暫定的な土地活用として、一部を駐車場などとして利用してき
ましたが、適切な活用方が定まったため開発計画を進めました。
　本施設は、１階が店舗、２～４階が倉庫、５階が事務所の複合用途となっており、
１階には京王ストアやスギ薬局など地域の皆さまが日常利用しやすい店舗が入居し
ます。また、倉庫、事務所部分には町田市創業の歴史をもつ株式会社富澤商店様が
入居します。

　施設の特徴としては、２～４階が倉庫用途のため、荷物用エレベータ、垂直搬送
機を実装しております。また、２階の階高を，㎜に設定し、倉庫として利用し
やすい工夫をしています。さらに、太陽光発電設備を導入し、施設全体の約％の
電力を太陽光発電で賄っています。
　外壁は複数のデザイン案から、この地から見える丹沢山系をモチーフとした案を
採用し、地域になじむデザインを目指しました。
　設計者や施工者、地域の皆さまのご協力のおかげで無事竣工することができまし
た。本施設がにぎわいの創出につながり、皆さまに愛される施設となることを期待
しています。弊社は、今後も引き続きお客さまの期待に応えられるような施設づく
りを目指してまいります。

京王電鉄株式会社　開発事業本部開発推進部開発担当課長　佐藤円佳

■工　事　名　称：多摩境駅前開発計画
■施　工　場　所：東京都町田市小山ヶ丘３－－９
■建　築　主：京王電鉄株式会社
■設計・監理：株式会社奥村組
■施　　　工：奥村組・京王建設ＪＶ

■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上５階

建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　　期：年９月～年月

写真提供：株式会社奥村組

屋上太陽光発電パネル越しに丹沢山系を臨む 時間貸し駐車場 倉庫フロア

東
面
外
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　京王相模原線「多摩境駅」周辺は、近くにリニア新幹線の新駅開業が予定されて
いることもあり、住みたい街として人気が高まっているエリアです。本施設は、京
王線沿線の開発・リニューアル事業の一環として、多摩境駅前に新たなにぎわいの
創出や地域活性化を図る目的で建設される複合施設です。

　駅に面する西側１階にスーパーマーケット、ドラッグストア、クリニック等の店
舗、２～５階にテナントの自家用倉庫・事務所が配置されていたため、傾斜地であ
る敷地形状を生かし、２階レベル近くまで地盤が上がる東側にトラックバースを設
け、倉庫へ直接アクセスが可能な計画としました。
　また倉庫を有する複合施設であることから、大スパンで平面の自由度が高い空間
となるようブレースを設けず、両方向ラーメン構造として耐震性を確保するととも
に、設備機器スペースを集約することで、各店舗や倉庫の使い勝手・設備機器のメ
ンテナンス性を向上させました。
　施設外観は、丹沢山系を見渡せる立地特性から、その山並みをモチーフとした暖
色系のグラデーションデザインとし、自然豊かな多摩丘陵地域の風景に調和するよ
う配慮しました。
　本施設が、地域になじみ住民の方々に愛着を持っていただける建物となるよう期
待しています。
　株式会社奥村組東日本支社　一級建築士事務所

建築設計部　設計３課　統括　奥原　剛史
意匠担当：佐藤　彩加

店舗フロア


